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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 各定期検査（尿検査・血液検査・心電図検査）ありますので、各ユニットで確認し施行していきましょう。

＜皮膚科診察報告＞

・変更患者様はおりません。引き続き、皮膚科受診患者様の皮膚状態の観察・皮膚清潔保持・掻痒感等の訴えの有無を観察していきましょう。新しい発疹・発赤等見られた場合は、本川もしくは看護スタッフへ情報提供して下さい。

＜ＳＳＴ検討＞

今回は新しく異動になったスタッフがカンファレンス参加しているということで、ＳＳＴとは何かを盛田さんに説明して頂いています。

Ａ・Ｂユニットの患者様に対してはどのようにすすめていけば良いか？

盛田＝コミュニケーションのとり方は出来ているので、スタッフに上手く伝えれる様にして行く。

· 吉田　寿雄様～具合が悪い事など上手く伝える事が出来ていません。ＳＳＴへの参加　　

も時折消極的です。自分から伝える事ができるよう、ＳＳＴへ参加して頂くよう声掛けしていきましょう。

Ｃ・Ｄユニットの患者様に対してはどのようにすすめていけば良いか？

盛田＝家庭で過ごしてきた期間が長い為、他者とのコミュニケーションはできています。そのコミュニケーション技術を維持する場です。

＜実際にＳＳＴを行っているスタッフの意見＞

· 挨拶をしてロールプレイをして評価をするというＳＳＴの流れがあります。その中で挨拶をされてどうだった？ほめられてどうだった？など、どのような気持ちになったかを聞いています。ＳＳＴに参加する事をまず評価しています。

· 評価では、自己評価だけでなく他者の評価も出来ていました。患者様同士ちゃんと

各患者様の良い所を見ていてくれていることは、その人に関心があると受け止められ、コミュニケーション技術の維持につながります。

※ロールプレイについて

盛田＝場面設定の際、細かく設定事項を決める事でやりやすくなります。

　　　また、患者様にどんな場面でのロールプレイがいいのか設定して頂くと患者様自身も理解しやすくなります。

例）①患者Ａ様は患者Ｂ様にご飯の声掛けをしたいと思っています。

患者Ｂ様は自室にいます。

　　　　　②患者Ａ様は患者Ｂ様の自室の戸をノックします。「コンコン。」

　　　　　③患者Ｂ様は返事をします。「何ですか？」

④患者Ａ様は戸を開けます。

⑤患者Ａ様は患者Ｂ様に声掛けします。「もう少しでご飯だから一緒にいきませんか？」

　　　　　⑥患者Ａ様は了承され返事をします。「一緒にいきましょう。」

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・村舘　ミネ様～プログラム参加状況良好ですが、臀部や下肢の疼痛訴えあり、できる範囲での参加を促しています。特に精神症状の変化はありません。運動など無理せず参加できるように声掛けしていきましょう。

・佐々木利男様～Ｃユニットホールで活動参加していますが、落ち着いて集中して参加できており、会話のつながりや理解が良い様子です。比較的静かな環境であれば集中持続して参加できるため、現在の状態を維持していくように介入していきましょう。

・向山　忠義様～自室で臥床していること多く、出てきてもＤホールで過ごしています。声掛けに不機嫌となる様子であれば、歌の鑑賞を勧めていきましょう。気分の安定を図っていきましょう。

・中川原きよ様～機嫌よい時は笑顔で会話されています。漬物の話など昔行っていたことは会話がつながっており、的を得ています。話し掛ける機会を多く持ち認知機能の維持を図っていきましょう。

・慶長　節子様～こちらからの働きかけに反応みられません。発語なく、じっと立っていることや座っている状態です。働きかけは継続して行っていき、少しでも反応がでるように介入続けていきましょう。

・高森　清八様～口腔ケア動作について拒否傾向続いています。毎食後の口腔ケアに加えて個別プログラムとして、午前・午後1回ずつ、口腔ケアの訓練を開始することを検討しています。

　　　　　　　　







